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１．ＳＮＳの導入状況 

 わが国ではＳＮＳの普及が急で、総務省「令和３年通信利用動向調査の結果」では、ＳＮＳを利

用する個人の割合が 78.7％となった1（図表１）。なかでも 20代の利用が 93.2％に達するなど、若

年層を中心に幅広い年代でＳＮＳの利用が進む。 

 こうしたＳＮＳの普及を受け、ここ数年、信用金庫の間でもＳＮＳを導入し若年層との接点確保

などに活用する動きが広がっている。特にコロナ禍においては、取引先飲食店などの支援や対面セ

ールスに代わる顧客接点としてＳＮＳ

を導入した信用金庫などがあった。 

 当研修の受講金庫に対するヒアリン

グベースでは、「導入済み」「導入予定」

などが全体の 46％となり、ほぼ半数であ

った。導入済みの（公式）ＳＮＳとして

は、LINEの導入事例が最も多く、それに

次いで Facebook や Instagram、更には

YouTubeの活用事例もあった。また１つ

のＳＮＳではなく複数ＳＮＳを導入し、

より多くの接点から顧客に情報提供す

る考えの研修受講金庫が多い。 

                         
1 インターネット利用者に対する割合。なお、令和３年のインターネット利用状況（個人）は、全体で 82.9％

となった。また、ここでのＳＮＳとは、Facebook、Twitter、LINE、mixi、Instagram、Skype などを指す。 
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 若年層との接点確保や取引先支援の一環としてＳＮＳに取り組む信用金庫は多い。当研修受講金

庫に対するヒアリングベースでは、半数が何らかのＳＮＳを導入済みであった。 

 単純な閲覧数の伸長に一喜一憂する研修受講金庫が減り、足元では若手職員の教育やモチベーシ

ョン向上などを導入目的に位置付ける信用金庫が増えている。 

 ＳＮＳは導入コストこそ安いが、継続となると職員の負担感は総じて重くなる。だからこそ導入

にあたってはコンセプトを明確にし、継続的な情報配信が可能な体制の構築が求められよう。 

 研修受講金庫の取組事例を挙げると、若手職員が自ら取引先企業を訪問ヒアリングし、当該企業

を深く理解する訓練に活用する信用金庫などが増えていた。 

 

（注）本稿は、当研究所主催「経営戦略プランニング研修（2022年度）」の講義および意見交換時の内容を 

   中心に作成している。 

 

（図表１）ＳＮＳ利用の個人割合（年代別） 

 
（備考）総務省「令和３年通信利用動向調査の結果」より 
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本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

２．導入目的の変化 

 ＳＮＳに対する最近の取組傾向をみると、単純な閲覧数の増減などではなく、ターゲット顧客層

へのアプローチを重視する信用金庫が増えている。また若手職員の教育ツールやモチベーション向

上にＳＮＳを活用したり、採用活動に向けたＰＲの一環としてＳＮＳに取り組んだりする信用金庫

は多い。その一方で研修受講金庫からは、「コストをかけてＳＮＳ閲覧者限定のキャンペーンなど

を行っても、実際のローン成約率は非常に低い。」などの消極的なコメントが散見された。 

 

３．導入時の検討課題 

 一般にＳＮＳは安価なシステムコストで導入できると言われるが、その後の継続には相応のマン

パワーが必要となる。そのため、新規導入や運用方針の見直しを行う場合は、導入目的やコンセプ

トを明確にすると同時に、継続可能な体制整備が必要となる。研修受講金庫のなかには、営業店の

職員が交代で取引先や地元イベントの記事を作成することで、定期的な情報提供を可能としている

事例などがあった。 

 

４．研修受講金庫の取組事例 

 当研修の意見交換時に聴取した研修受講金庫の主なコメントは図表２のとおりである2。 

 

（図表２）ＳＮＳの導入・活用などに関する主なコメント 

 当金庫のＳＮＳには１万人弱の友だちがいるため、ニーズ調査などのアンケートに活用してい

る。贈呈するプレゼントの内容によるが、渉外担当者やテラーの労力をかけずに 2,000人超の回

答を機械的に収集できる。 

 当金庫がＳＮＳを導入した狙いの第一は、若手渉外担当者の育成である。ＳＮＳに投稿する情報

は渉外担当者が自ら訪問取材し記事として取りまとめる。この程度のことかもしれないが、若手

職員にとっては取引先の事業性評価を行う訓練になるし、モチベーションも高まる。 

 当金庫がＳＮＳを開始したきっかけは、若手職員の要望である。学生時代の友人から「ＳＮＳも

やっていない会社」と言われることを嫌がった。同様に就職活動中の学生はＨＰやＳＮＳで企業

の情報収集をするので、「何もない」では採用活動の妨げになる。 

 当金庫は、ＳＮＳで新入職員を順番に紹介している。記事に載った本人のモチベーション向上だ

けでなく、家族や友人からの評判も良い。「ＳＮＳで見た」と声かけしてくる来店客などもおり、

意外にＳＮＳを見る地元住民は多いと考えている。 

 当金庫は近々にＳＮＳを開始する予定である。導入目的は災害やシステム障害が発生した時の情

報提供ツールとして活用することである。ＢＣＰの一環として、金庫公式の情報提供が可能なツ

ールを用意しておく必要があると考える。 

 当金庫は無理にＳＮＳの友だちを増やす考えはなく、地域イベントでＱＲコード付きチラシの配

布や住宅ローン先への個別案内など、対面でによるＰＲを重視する。またブロック率の上昇を抑

えるため、配信頻度も２週間に１回程度に抑えている。 

 ＳＮＳへの投稿にあたっては、金庫ＨＰとの違いを打ち出すため、固い文章ではなく柔らかい内

容や写真投稿を心掛けている。ただしコンプラ対策として原稿・写真は総務部長のチェックをか

ける形である。 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

                                        以 上  

                         
2 当該コメントは研修受講者の個人的な意見・感想を含むものであり、研修受講金庫の正式なコメントでは

ない。そのため事例の記載にあたっては信用金庫名が特定できないように修正してある。 


